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トリニダード･トバゴ電気局納め

長亘長33kV高ガス圧海底ケーブルの布
LaYing of the33kV High Pressure Gas Filled Submarine

Cableto Trinidad and Tobago

川tachicompleted recentlv thelaving ofan AC33kV hjgh･PreSSure gaS filled

tvpe subma｢inecab-ebetweenTr■jnjdadandTobagofo｢anoteworthv10ngdistance

Of45km.

h accomplishing thts unusu∂=v10ng distance high pressure submarine cable

inst訓∂tion =itachj developed sever∂!new products and engjneerlng teChn†ques

inc山ding∂neW3-CO｢e flexible+Oint.method of c∂blelavlng On the deep seabed′

etc_

u 緒 言

日立電線株式会社は,トリニダート･トバゴ電気局と西イ

ンド諸島南端に位帯するトリニダート砧とトバゴ島を連係す

る33kV3心100mm2高がス圧海域:ケーブル45.6kmの製造およ

び布設納入の契約を結び,昭和47年10月無事その引主度しを三石

J'した｡

木f海峡ケーブルは,交流としてJ.土世界で般も1ミいものでト

リニダート出とトバブ.1+㌔の｢臼=二布設されたが､二l_り主(二うち

よ一=45k叫 姑人水深102mヒいう条什かごっ,わが【にlでは巾Jめ

てグ〕■11石オス=三才毎I氏ケ【ブルが選ばれた｡

ケーーーブ/し｢士そグ)絶縁什能わよぴカ､'ス仁三橋(でんば)1廿J-′【三ジ〕

∴】､】∴より,仙含浸紙を絶縁イ本に仙川し/二｡また水深の′キよりjょ

じjLを巧▲膳二Lて3.26mm郎火線がい共が施されたこつ また,上ミ条

1ミグ)た♂)こ二16仰小叶に叶校(かとう)接続がなされた′_､ニグ‾)た

め■J仙=二 卜分な′Ⅰ荘1t仙,悔恨｢11J強壮･グ)検討が打ち､われた:､

一方,1主lり去かつ探f祉に対するイIJ設を安乍に行なうため,

わがIl乙lでご士細めての油什式キャプスタン形ブレーキ装置をご三

じめ多数のコントロール機器が開ヲ己され仲川された｡晰･の誘

中には,ショランを主体とする′在波洲位法を抹川L成功Lたっ

仙設は鵜り山の海象が拉もか-91j巾1りに行なわれ‡∩航行

帖=口6～8帖r川という1訓引川を･‾戸想して, ▲∴屯 二前の′左仝

よ十策を中仙して臣詰んだため,布設j仝｢いか⊥､Jの大候悪化という

桝プ椎乙l北丁妃にもかかわJ)ず無リ土子1とどおり布設を完J'L7∴

ケーブルはl韓l･.1イ川上叶の血線接続とrJjj端にケーブルヘット

を施Lた後,17.6kg/cm2グ)ガス佃叶†十ニテストおよぴノ.に1t.式〔叛に†ナ

柄L∴撫-一江にじ=壇Lキンこ了した〔本系統は二･､速に開発されてい

るトバゴ島への`i一に力供給源とLて,/卜緒活躍する子7ヒである｡

臣l海底調査

今【口1布設されたルートは図1に示すとおりトリニダード島

のトコ湾から 卜/ヾゴ島のミルフォード湾に至るもク)でルート

長は45kmであった｡l臼J区間のf毎床調査は顧客であるトリニダ

ード･トバブ電気ノJの手により約8年前に実施され,ある柑
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図l ケーブル布設ルート図 トリニダード島とトバゴ島間33kV3心

海底HPGFケーブルの布設ルートを示L,布盲没亘長は45kmである√,

Fig.1 T｢inidad一丁obagoIsland 什He｢COnneCtion Route

*11立'.に線休⊥,〔仝什日高工場
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図2 ルートプロファイル ルート中,最大水深は102mで,海底質はほとんど全長が岩礁および

砂地帯である｡また,潮位差は約Imで;未達は最大4～5knである｡

Fig.2 P｢Ofile of Route

度の状況がわかっていたが予定ルートについて,昭和47年1

月詳細な調査を行なった｡長亘長のため洲位は両島の見通し

の良い場所に発信局を設け,ショラン電波測位器を使用した｡

この調査結果は次のとおりである｡

(1)水深状況

i毎底の起二状は両島間で海溝(かいこう)ご状となっており,

一枚深部は102mである｡ルートの中間には,Drew
Bankと呼

ばれる広大な浅瀬があり,ルートはこれをう回する必要があ

る｡また,トコ湾は遠浅な砂地であるが,ミルフォード湾は

巨大な転石を維とえたさんご礁が岸よリ300mぐらい伸びており,

二の部分は水深も0.2～0.5m朴り空である｡ルートプロファイ

ルは図2にホすとおりである｡

(2)海底底質

両岸部は岩盤上に前述のような砂層または,さんご礁が形

成されている｡一一方,それ以外の部分はほぼ仝巨岩盤の編出

と考えられる｡

(3)潮の干満と潮流連

年間を通じ一最大潮位差は0.5～0.8mであるが,潮流は場所

によってその向きが異なり潮目がみられるほどである｡流速

は1-2knが一一般であるが,Drew Bank付近は4～5knが観

測される｡

(4)波浪状況

トコ湾は外洋に面しているため荒いが,ミルフォード湾は

非常に静かで布設終端としては最適である｡

l田 ケーブルおよび付属品

3.1 ケーブルの種類

布設正長45kmおよび指定負荷条件による線路定数を考落し,

かつ最大水深102mという条件を加味してケーブル種類を選㍍

し六二｡

ガス圧ケーブルはこの点圧力媒体が筆素ガスで,かつ使用

絶縁体は脱油されてし､るため油i充下も起二らず,仮にわずか

の絶縁油の移動が生じても電気特件には大きな影響を及ぼさ

ず海底ケーブルに適している｡また,高がス圧ケーブル(倍

増ガス庄14.Okg/cm2)にすることによりイオン化開始電圧が

上昇し,絶縁体厚さを薄くすることができ経済的である｡ま

た,外水圧を軽減できるとともに方･の事拍時にもケーブル

中への海水の浸入を緩和させることができる｡

48

35 04 54

以上により今回のルート条件においては､GFケーブル重

たはOFケーブルが巧･えられるがOFケ【プルでは給油卜の

問題があり,またソリ ッドケ【ブルでは絶i月Fl勺でなかった｡

以上の理由によリーて▲さiガス圧ケーブルを才副f】L,油流‾卜およぴ

オ､ス庄一云播を考慮し,油浸材料にはすべて前含浸方式を拭用

した｡

3.2 前含浸処理

縞オ､ス庄ケーブルは原理的には油浸紙絶縁体に煎才妥約14kg/cm2

(ゲージ圧)の案素ガス圧力を印加して,絶縁体小のポイド

のイオン化開始電圧を高めたものである｡油浸祇絶縁体の柿

類と Lては仝含～豆(Mass-Impregnate)された もの と

前含浸(Pre-Impregnate)されたものとがあり,その製j立

法には大きな差がある｡すなわち,仝含浸はケーブル導体上

に絶縁紙(乾紙)を巻き,乾燥後,含浸処理を施し金属シー

スを被覆させるものである｡一方,今回採用した前含i受はあ

らかじめ乾燥含浸処理した絶縁紙を導体上に巻き,直接金属
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図3 イオン化開始電位傾度とガス庄との関係 イオン化開始電位

傾度は,常時イ吏用電圧に対L約2.3倍,常時使用ガス庄に対し約3,8倍となっているD
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シースを被覆するので,ケーブルコアとしての乾燥作業がな

く,1条あたりのケーブル条長を長くすることができる｡

また塙ガス圧ケーブルは,低ガス圧ケーブルで見られる自

己回子帥三用は,いま盲でのり三験結果よ-)はとんど期待できな

いので,ガス圧上界によるイオン化開7始電圧の卜昇を殺人限

に利用することになる｡この点よリケーブル内のガス伝播を

良くするため,ケーブル内の余剰油および含浸油の 一部を完

全に脱油する必要があり,特にう･回海底ケーブルである点よ

り前含浸方式が有効な裂i去であった｡前含浸処理については

製j玉子去もさることながら,含浸油の選1立がその処J利夫況を人

きく右‡二打する,含浸脱油牛引牛および電1(三持′性を-ト分検討L,

今浸油とLて帆融一l.耳■∴i半占性油を他用Lた｡また巷望j泣叫の水分

(l放縦)には特に他藩L,十シナな管雌のもとで梨j左した｡な

お完成ケ【ブルにおけるガス庄とイオン化開始TE庄との関係

は図3に′Jミすとおりである｡

3.3 ケーブルの構造と試験

托々,検討の結果,姑終的なケーブル構j左は表1に,ケー

ブルの外観は図4にホすようになった｡

ヰ休サイ堺Lは送′古谷岩10MW(pイ=0.95)でノ乏ノー‾に端ノ【‾はti三

降下率を10%以下に押える点より,3心100mm2と決定した｡ケ

ーブル構j韮は外水圧に卜分”糾えるように配慮し,かつ｢勺庄納

強層は従来の【1JJ甘方｢rりの補強(構補強)に軸ん▲l｢りの袖強(縦

補強)を加えた補強層とL7こ｡

ケーブル1主45kIⅥグ)ケーブルはどニル防食層まで17条に分け

て‾製造L,‾吋召募接糸売を介して接続後,がい装を施すことにし

た｡なお,がい装鉄線は児設ケーーブルの才員皐引犬況および深海

ケ【プルにつき‾布設中のねじれおよぴキンクド方1卜を第一一とL,

3.26mm¢亜鉛めっき鉄線(引脂l)強さ34.7～51.Okg/mm2)を

他用した｡納入品の製造に先だって､可榛接続部の試作を放

上旬くり返し行ない,引き続いて総で州勺な性能確認のため,可

榛怯続部5佃を含む220mのテストケーブルを製造し､IEC

(l_珊祭電気標準会議)の｢海底ケ”ブルの機才戒的試験に関す

る推奨子束+に従い,実際の布設条件を模擬した人規幌なコイ

ル取1)試験を行なった｡また`長際の布設時のプレーーキJiよび

図4 33kVi毎底HPGFケーブル
重量約800tである｡

納入ケープリレはケーフリレ長45km,総

Fig.4 33kV High P｢essu｢e Gas F州ed Subma｢ine Cable

表1 33kV3心海底HPGFケーブルの構i畳表 前含浸油浸紙を使用

Lた高ガス庄ケーブルで,内圧補強層には円周方向,軸方向の補強を施してし､

る｡

TablelConstruction of the 33kV Hi9h P｢essu｢e Gas F川ed

Subn･凪rine Cable

項 目 単 位 数 値

導

体

公 称 断 面 積 mm2 100(0.155SOIN)

圧縮円形形 状

外 径 m†¶ 12.0

有 効 絶 縁 体 厚 さ mm
･最小3.311よ上

L や へ い 層 巻 き 厚 さ mm 0.25

ガ ス 通 路(内径) ｢¶m 8.3

よ り 合 せ 径(約) n｢｢∩ 44.3

銅線入金幅巻き厚さ(約) mm 0.5

葺合 被 J享 さ mm

mm

最小2.54以上

補 強 層 巻 き 厚 さ(約) 卜0

ビ ニ ル防食層J享 さ(約) mm 最小2.65以上

防 虫 層 巻 き 厚 さ(約) mm 0.2

2.0ジ ュ
ート 巻 き 厚 さ(約)

mm

亜 鉛 め っ き 鉄 線 mmx本 3,Z6×60

ジュート巻き厚さ(約)

概 算 外 径

mm 3,0

l mm 80

概 算 重 量
気 中

kg/m
17.8

13.0
)毎 中

〉主:･ 絶縁体J享さにはカーボン紙厚さを含まない｡

シー･-ブなどの部分て+妥ける側圧(妓大3t/m)を模‡疑Lた圧壊

試験も同帖に行なった｡テスト後のケ”ブルについては-▲連の

√在1も試験をノ実施L､十分な性能を有Lていることを確認Lた｡､

ケーブル♂)架素ガス封入は鉛シース被覆時に封入し,ケー

ブル補強層を施した後,ガス庄15kg/cm2,24時間のガスリー･

ク試験を一夫施し異常のないことを確認Lた｡さらに1j‾r樟接続

により仝k45kml条にした後.ガス圧18kg/cm2,24咋】‾壬jj･ゾ‾)!′+

庄試験を実施した｡なおガ･ス封入に際してはて老素ガスク)ムf亡/∴･､--

管伴および紆シースの伸び,ケーブル含浸油の格勤乙･どを巧▲唐

L.ガス†上の昇一主,降圧を軒抑二卜分検討を加えて′ノミ施し,全

土ミ45kⅡ-をガス圧18kg/cm2に昇圧するのに連続で2.5口を安L

た｡またケーブ′レの輸送時,布設時のガス庄は約2.Okg/cm2とし′1二〔

ンこ成ケー･lブルは構造,曲げ,AC艮時間耐圧,インパルス破

壊j-jよぴl妨魚層1耐電圧の各試験を実施L,良好な結果を柑た｡

また,出荷ケMブル仝良にてDC66kV/15minの耐1宜!十三才_;上び

DC5kV/1min(7)【妨魚層耐電圧を実施した｡

3.4 付属品の概要

ケーブルの付属品とLて今一口1納入したおもなものは､終端

接続節,障卜邦画線接線符,事放時補帽7音=妾紙指,給ガス装

置およぴガス庄?李朝装置である｡これらの特徴はこ大のとおり

で■ある｡

(1)接続純

ケーブルの接続部としては′右左く的な設計のほかに高ガス圧三

に対するシールをいかにするかという点が二拉も重要であった｡

そこで鉛二Ⅰ二部が外表面かごJの圧力に対しては強い特徴を利用

し,ケーブル鉛被と･接続持との鉛工を接続締内に人れる,い

わゆる内部鉛コニ方式を採用することにした｡また,接続箱内

外のシールは0リ ングパッキンを∴二重に入れたダブルパッキ

ン方式を採り入れてシールの問題を解i大した｡なおケーブル

よリガスリータを起こした】祭,防食屑を保丁穫する工夫も接続

部の設計に才采り入れた｡
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520------ 矢視図

図5 事故時補修用接泰売箱 深海につり降ろす際の機械的強度の点お

よび接続箱の防食方)去で特殊構造となっており.さらにケーブルの過小屈曲を

避けるため,らせん管構造のベンドレストりクタを装着した｡

Fig.5 Subma｢ine Repai｢+0け川

ヰ輔如寺の補修用接続持とLては深海につり降ろす際の機械

的強度の点および接続箱の防食の‾方法が検討された｡さらに

隣+妾するケーブルの過小屈曲を避けるため,らせん管構造の

ベンドレストリグタを開発し装着させた｡接続絹の設計概要

は図5に示すとおりである｡

(2)給ガ､ス装置

ケーブル内のゲスナ壬は常時14.1kg/cm2で逆転されるが,ガ

ス圧の低‾‾F時に自動給ガスできるよう給ガス装置が納入され

た｡本装置はプレッシャレキュレータ,レリーフバルブ,接

キ付圧力計などより成り,･一:右圧力まで給ガ､スが進むと空手報

を発するようになっている｡ガス室はケーブル両端末に5本

ずつの窒素ガスボンベを接続し,そのうち3本は常時給ガス

できるようにし,残り2本ずつのボンベは系統の圧力が節一一

次苧警報点にう重してから給ガスできるよう配慮された｡

ロ.エ法の検討

今回の長亘長で水深100m以上というルート条件での布設は

`.富力ケーブルではわがLlミlで初めての経験となるため,工法に

ついても十分な事前検討が必要となり新工法,新設備の開発

が行なわれた｡

4.1 ルートの決定

海底調査のデータを検討した結果,

(1)ルートは極力直線とする｡

(2)浅瀬(Drew Bank)の西側をう回する｡

(3)両湾内では布設船を岸から500m以内に接近できるように

する｡

ことを条件に図1に示すルートがブ央志された｡またルート平

面長に対するスラック壬主は4%にすることがf大まった｡

4.2 布設船の選:走とぎ装

わがl‾に1から現地まで就航する船と しては一
一般的には通常

6,000～10,000ton級であるが,作業の特殊性から極力′ト形船

が良いこと,また新開発したキャプスタン形ブレーキ装置を船

尾に設置できるスペースがあること,ホールドが十分止二いこと

などの条件により最終的に繁王丸(3,500ton)が選て起された｡
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注=(1′′:導体接続部

2二:油浸紙絶緑体

■:､3〉ケーブルコア

･丁､4ノ内部鉛工

■′､＼シ:･ダブル0■ルグ

r.6ノ アーマクラン7

タイロッド

′8〕コフィンボックス

9＼ つり降ろL金具

rlO二:ベンドレストリクタ

ケーブルコイルは幅11m,良さ13m,高さ3.6mのk【【j筒ご状

とし太平洋,カリブ海の弄岩波にも荷くずれしないよう十分な

強J真の鋼材によるラッシングを行なうことにした｡

ぎ装については強度を有しながら作業性の良いものという

ことで軽量形鋼を低い組立ても不易であるよう配慮した｡な

おコイル立トリト部シープは,ケーブル_卜11m高さとした｡

ブレーキ装置はキャプスタン形を主機とし,その前段に予

備として松丸太製てこブレーキ6丁を付けた｡各椎の自動利

子卸器,請十測器はすべて布設船のブリ ッジに集中させた｡また

淘汀尾シ】-ブは側圧の点から半径2mとした｡

4.3 張力制御とブレーキ装置

深海にケーブルを布設する際,拉も重要なことはキンクを

させずにケーブルを降ろすことである｡このキンクはケ【ブ

ルのねじれにより誘発きれるものであるから,カテナリ形状

をとるケーブ′レのどの点をとってもケーブル内部に張力がか

かっているようにすればよい｡すなわち,着地点においての

内部張力がちょ う どゼロから若干大き くなるような状態が最

も埋想的であり,ニのときの入水角を臨界入水角と呼んでい

る｡Lかし実際の布設では海底面に起二状があること,波浪に

よる船の上下動,潮流によるケーブルの移動,その他の条件

により臨界状態にすることは不可一能に近く､もしこの状能が

くずれるとキンクを起こす危険もある｡したがって,適正ブ

レーキカは次式で求めることになる｡

適jtニブレーキカ T=lγ〃＋n

ただし,

lγ:ケーブル水中屯量

〃:水 i采

Tも:残留弓良力

そこで着地点において残留づk力Tもがある状態で布設すればよ

いわけである｡Tもをいく らにするかは種々論議のあるところ

であるが,深海布設の多い低木においては500～1,000kg程度

が採られているようである｡Tもがあま り大きいとブリッジ

オーバを助長するので,今回は測深図を基に起状の幅と深さを

考慮して4fノ即断二分け,斉を深部でT【,=1,000kgとなるよう一事前
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にチャートを作成L,二れにより各位置での先主力を船上のブ

レーキ装置によりコントロールするようにLた｡なお.入水

杓も船速に†ナわせて㌶十算L,臨界入水角以■卜であることを確

認できるようにした｡このように電要なコントロール装置と

してのブレーキ装`置については,従米わがし丘=二おいては木製

てこブレーキが主i充をなLている｡Lかし,/ナ回のような長

Iり主で連続逆転時｢川が6～8峠間に及ぶ場†ナには使用に耐え

ない｡そこで枕木の例などを参考に検討を進めた結果,動力

i偵とLては無段変通ができ,かつ仲止帖にも力を維持できる

油上土ポンプ式を採用することにした｡また,ケ【ブル把持(は

じ)装置としては氏1時間逆転に機械的イ言衷則生のないキャタピ

ラ形をやめ,わが国では初めてのキャプスタン形を採用し

た｡本装胃の仕様は表2にホすとおりであるが,陸揚げ時の

送り佃L,既設ケ【ブル引揚げ時の逆回転などもできるよう

表2 油圧式キャプスタン形ブレーキ装置の仕様 本ブレーキ装

置は油圧を利用したキャプスタン形ブレーキで,ケーブル陸揚げ時の1去り出し

および逆回転運転も可能である｡

Table 2 Specificatio=Of the OilMotor Drive Capstan Type

Brake Unit

項 目 仕 様

最大ブレーキカ

使用速度範囲

3′500kg

0～150m/mlnの練達

キ ャ プ ス タ ン 考量 3m

動力伝達機構

線審せ機構

特殊鋼によるチェーン

リング式(逆転時用とも2枚装備)

療 作 手動バルブおよび遠隔電動操作

冷■ 却 300//min程度のi毎水

張 力 7則 ス巳 トルクメータ式

にした｡本装置は油圧系統とキャプスタンとの間た電磁クラ

ッチによる切離し装置を入れ,故障に備えるとともに2段の

ディスクブレーキを装備した｡さらに第3段として前述の木

製てこブレーキを準備し,故障に備えたバックアップ装置を

整えた｡ケーブルにかかる張力は,ブレーキ装置より取リHi

Lて検出するようにした｡図6はブレーキ装置を示したもの

である｡

4.4 電波測位

従来,知正長の場介やルート中間近くに目標物,たとえば

陸地,灯台,ブイなどがある場合には,六分儀測角,トラン

シット誘導などにより布設船の位置測量が行なわれた｡しか

し本ルートは亘長が45kmもあり,出発側のトコ湾から到着側

のミルフォード湾を望むことができない状態であり,布設途中

で雨,謁などにより見通しがきかなくなることも考えられた｡

そこで電波測位方式を採り入れることにした｡使用機器とし

てはアメリカで広く使われているショランを採用した｡本器

は向島の見過しの良い位置に発信器をおき,布設帆_f二に壕仁

器をおいて両発信地からの距離をトリ座標で表わし､その交点

から受信地の位置を求めるもので,その精度は±15-23m

と今回のスケールからみて-十分高精度である｡海域調査の際

木器を試験的に使用したが,十分使用できる確信が行られた

ため,本布設の際にも使用することが決定された｡なおショ

ラン放障時の場合を想定し,布設船のレーダを他用すること

も考膚Lた｡この場介には距離にもよるが.今回の場合300m

以内の誤差が予想された｡さらに水深の深い所を除きルート

マーカブイを入れて2段めの安全策とLた｡

田 布設工事

製造されたケーブルは昭和47年7月28日～31日にわたり｢繁

王丸+に積み込まれ現地に向け送られた｡現地近くのポート

オブ スペイン港には9月6日に入港し,直ちにぎ装が開始さ

れるとともに布設準備作業が行なわれた｡

執 予

図6 キャプスタン形ブレーキ装置 本装置には故障時に備えて油圧系統とキャプスタンとの間に電磁ク

ラッチ右よび2j設のディスクブレーキを装備Lている｡

Fig･6 B｢ake U=it of the OilMotor Drive Capsta=

51



トリニダード･トパゴ電気局納め長亘長33kV高ガス圧海底ケーブルの布設 日立評論 VO+･55 No･3 258

図7 ケーブル布設二状況 ケーブル布設は4-5knで,布設所要時間は約6時間であった｡

また最深部では約2.200kgのブレーキカで布設Lた｡

Fig.7+aylng Of Cable

5.1 布 設

ぎ装が完了した布設船｢繁王丸+は布設始端のトコ湾に回航

され,あらかじめ準備した係留設備に係留された｡ここでシ

ョラン電波測位器の積み込みが行なわれた｡

試航は布設船を1,200HPタグポ【卜により光びきLて,4

kn不■tリ空のスピードで行なノ)れた｡二の言式航では,ショランに

よる測位グ)訓練,刻々変化する潮流の;j拉竿苧の確認,うねりの

七拉撃:三の確認､f毎底起二状状況の再確認､k11封印道航に伴う人員

り肥置の検討,係船訓練などが行なわれ,本布設′実施への十分

な検討が完了lノた〔

ケーブルグ)イけ設はIl｢作1147イト91J15【]-11-1+朗の障掲げ作業かJ〕

l与朋台された′二,ソ1Rグ)海況は渡一打ちぎわ付近にうねりが砕ける

というプ悪条件であったが無事陸揚げを完了L,市ちに布設航

油=にはいった｡布設状ラ兄は図7にホすとおりである｡.【1川た後

は強風を考寝L,布設スピードは4～5knとLたく)油｢i三式キャ

プスタンブレーキ装荷は順f洞に王軌作Lエコーー･1サウンダによる

測深結果,人水角測1三伯およぴ[汁算r当により適jEなプレ∽キ

カを設起した｡二のようにして102mの最深部では約2,200kg

のプレ【キカを加えることで無事通過できた｡入水角は40～

45僅となり,臨界角に比べ小さくなっており,ケーーブルが先主

l)1t味に布設されたことが確認された｡二れJ〕のコントローー

ル装置は,すべて布設船のブリ ッジに集められ,過止な操作

力r才子払に行なわれた｡

出航時晴天であった天候はその後急激に悪化L,強風のた

め波高も1m以上になる状態で,ついには降雨をみるという

悪天候となった｡このため,ミルフォード湾8km手前でショ

ランのToco側発信器が雨のため発信不能となr),急ぎ布設舟皆

のレーダによる操船という問題も生じたが,無事予定どおり

のコースを航走してミルフォード湾に到着し,係船を終了し

た｡所要布設時間は約6時間であり,全ルートを通じ予定コ

ースからのはずれは約200m以内であった｡ミルフォード湾側

の陸揚げ約500mと陸上部用約200Inの浮上延線は翌16日朝よ

り開始された｡

布設彼のケーブルは,セメントバッグによr)防護された｡

波浪の影響のあるトコ湾では,バッグ上に亜鉛めっき鉄線ネ

ットで包んだ砕石を30em厚さに幅広くかぶせて,セメントバ

ッグの移動を防いだ｡

52

顔

苧
感

5.2 ケーブルの接続とガスチャージ

布設彼のケーブルは両端末のケⅥブルヘッド組立ておよぴ

ミルフォード湾陸上部での直線接続が行なわれた｡接続時は

ケーーブル内のか､ス庄を1.5～2.Okg/cm2程度に保つよう給ガス

された｡

接糸売終了後,ガスチャージが行なわれた｡チャージはトコ

側よりあらかじめ検旨寸された圧力_L舛スピードにより行ち･わ

れ,総量345m3⊂7)ガスが55時間かけてJ寸入され圧力バランス後

のオ､スJ-一三が17.6kg/cm2(250psig)になるようにLた〔)二の

後7fl芳川のガス耐凪試験を行ないガスリークのないことを確

認した後,偉帖逆転止力を14.1kg/cm2(200psig)までl埠柱

L､給ガス装置との接続を子‾fなってさノブに3R12-り監視IJた後､

ガス圧て苛竿報袋帯をスイ ッチオンさせた｡

10J]1611顧布立会いのもとに66kVDC耐圧その他グ)′一江1〈試

験が行なわれ好成績で合桁Ll川度Lはすべて′′こ了L7∴､

l司 結 言

安子充海底ケMブルとしで世界でいJ巧手旨の上壬尺ケーブルの33

kV.l∫プ;ガス圧海底ケーブルの設計から布設までの契約を無一事うE

述し,トリニダ【ド･トバブ何の電1t事業に多大の市献をな

L柑た｡

本契約実施における特筆すべき点は次のと才iりである｡

(1)45kmに及ぶk亘土主で,かつ深海の高水任にl耐えるケ【ブル

が製造され布設された｡

(2)前含浸航を使用した高ガス庄海底ケーブルが製造され,そ

の件能が確認された｡

(3)高ガス圧海底ケーブルの接続持として内部紹工方式とダブ

ル0リング方式が採用された｡探～毎部へのつり降ろしを考

慮して機械的設計に‾重点をおく とともに,ベンドレストリ

クト装置を開発した｡

(4)良時間の逆転と深海ケーブルの布設用にわが‥三lでは細めて

の油圧J〔キャプスタン形ブレーキ装置が開発された｡

(5)長j_j二島,かつ深海へのケーブル布設__｢一別一女術が確七きれた｡

最後に本丁汁向遂行のためご協ブJい‾ただいたトリニダード･

トバゴ電1i局関係各位に対し†亨くお礼申L上げる次第であ

る｡




